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志賀町を描く美術展
志賀町合併功労者表彰
平成28年度入園児募集
平成26年度決算報告
マイナンバー通知は11月中旬2015

（平成 27 年）No.123 200115200115
⑪
志志賀賀町町をを描描くく美美術術展展大大賞賞賞

平平登紀登紀夫 夫 さんさんの作の作品品

No.No.o.1231233

第第第 2277 回回　
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今
年
は
、
県
内
外
か
ら
１
６
２
点
の
作
品
が

出
展
さ
れ
、
10
月
18
日（
日
）の
表
彰
式
で

は
、
入
賞
者
28
人
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

芸
術
を
通
し
て
、町
の
魅
力
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

第27回

志
賀
町
を
描
く

美
術
展

【能登の里海賞】

大漁起舟祭
水口　志華子（金沢市）

青天
髙柳　惟（金沢市）

洋画

【能登の里山賞】

【北國新聞社賞】【金沢美術工芸大学長賞】

西海漁港にて　
永澤　一美（氷見市）　

巌門の輝き
仲井　真理子（金沢市）　

洋画能登、福浦の陽光　
中野　廣一（白山市）

【石川県知事賞】

洋画

日本画

日本画

大賞受賞に大変驚いています。この美術展の出品は６回目
で、富来町の時から色々なロケーションを見回っていま

すが、 船、海、山、岩があって･･･、と大体似た絵になりやすい。
自分なりに書きたいものを考えた時、「福浦港が北前船で繁栄し
たときの景色」を思い立ちました。無い風景を描くことは想像以
上に難しく、光と影と、無いものを構成するため、日本画の技
法も取り入れました。絵のポイントは人物。人物を書くと、俗っ
ぽくなりやすいのですが、漢画『清明上河図』を参考にしました。
　この絵が評価され、「自分がやってきたことが、この方向でよ
かったのか」と感慨深いです。この絵を見た人が、「昔、本当に
北前船の寄港地で栄えたんだ」と思ってくれれば、非常に嬉しい
です。

大賞受賞　平
ひら

 登
と き お

紀夫 さん（輪島市）

INTERVIEW
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【テレビ金沢賞】

【志賀農業協同組合長賞】

【志賀町商工会長賞】【富来商工会長賞】

【石川県漁協西海支所運営委員長賞】

岬
出口　義美（志賀町小室）

巌門の小滝
蛯原　福弘（金沢市）　

海開き
若林　光江（金沢市）

西海うらら
河本　科保（金沢市）

富来漁港　
奥田　哲男（加賀市）　

洋画

洋画

日本画

日本画

【特　選】 【特　選】【特　選】

米町不動の滝
村田　栄子（金沢市）

巌門：GANMON　　
山田　美智子（羽咋市）　

能登金剛
東　洋（金沢市）

【新発見賞】

陽光の誘い
（CAFE  CRUISE）
池田　裕子（金沢市）

洋画

洋画

日本画洋画 洋画

【奨励賞】 【奨励賞】

春
　松山　晋一（志賀町小窪）

洋画 漁村の風景（風無）
桶成　聖司（志賀町酒見）

洋画

【審査員賞】

小春日和　
小堀　浩（志賀町里本江）　　

洋画

※
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
を
抜
粋
し
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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【
六
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

西
川　

皐
平
（
志
加
浦
小
）

◇
特

　
選

　

西
村　

綾
華
（
加
茂
小
）

◇
入

　
選

　

大
野　

万
由
子（
堀
松
小
）

　

三
原　

裕
翔
（
下
甘
田
小
）

　

中
村　

弥
々
花（
高
浜
小
）

【
中
学
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

川
﨑　

朱
音
（
富
来
中
一
年
）

◇
特
　
選

　

畑
中　
　

愛
（
志
賀
中
一
年
）

◇
入

　
選

　

石
田　

彩
華
（
志
賀
中
三
年
）

【
四
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

比
良　

優
里
（
堀
松
小
）

◇
特

　
選

　

倉
島　

碧
梨
（
堀
松
小
）

◇
入

　
選

　

上
村　

佳
子
（
富
来
小
）

　

道
筋　

康
誠
（
富
来
小
）

　

芳
野　

奏
俊
（
上
熊
野
小
）

　

岡
島　

瑠
奈
（
加
茂
小
）

　

長
田　

愛
純
（
志
加
浦
小
）

　

村
山　

涼
奈
（
下
甘
田
小
）

　

野
﨑　

詩
乃
（
土
田
小
）

　

浦　

優
衣
佳
（
志
加
浦
小
）

【
三
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

居
田　

祐
翔
（
堀
松
小
）

◇
特

　
選

　

小
網　

彩
希
（
高
浜
小
）

◇
入

　
選

　

荒
木　

優
有
（
富
来
小
）

　

谷
内　

優
集
（
富
来
小
）

　

管
部　
　

憩
（
加
茂
小
）

　

岡　
　

羚
音
（
富
来
小
）

　

杉
田　

晴
那
（
高
浜
小
）

　

岡
田　

美
星
（
下
甘
田
小
）

　

脇
坂　
　

遙
（
志
加
浦
小
）

　

堀
中　

愛
生
（
堀
松
小
）

　

舘　
　

桜
祐
（
富
来
小
）

　

細
野　
　

響
（
富
来
小
）

　

矢
田　

絢
音
（
高
浜
小
）

【
二
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

吉
井　

啓
倫
（
堀
松
小
）

◇
特

　
選

　

柳
澤　

宗
谷
（
下
甘
田
小
）

◇
入

　
選

　

山
下　

朱
里
（
志
加
浦
小
）

　

寺
尾　

春
七
（
上
熊
野
小
）

　

泉　
　

雄
大
（
加
茂
小
）

【
一
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

高
岡　

美
佳
（
富
来
小
）

◇
特
　
選

　

中
谷　

陽
春
（
高
浜
小
）

◇
入
　
選

　

上
原　

千
花
（
高
浜
小
）

　

板
倉　

一
真
（
加
茂
小
）

　

中
村　

友
紀
（
高
浜
小
）

　

西
田　

伊
織
（
志
加
浦
小
）

　

坊
城　

紗
智
（
下
甘
田
小
）

　

濱
﨑　

稀
美
（
上
熊
野
小
）

　

矢
口　

諦
人
（
堀
松
小
）

町内各小・中学校から435点の応募があり、
10月17日㈯、入賞者48人に賞状を手渡しました。

能登の里山里海

「小中学生絵画展」

平成 27年度　世界農業遺産「能登の里山里海」認定記念

【
五
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

山
端　

来
夢
（
堀
松
小
）

◇
特

　
選

　

脇
本
ひ
と
み
（
高
浜
小
）

◇
入

　
選

　

芳
野　

奏
俊
（
上
熊
野
小
）

　

長
田　

愛
純
（
志
加
浦
小
）

　

板
尾　

菜
月
（
堀
松
小
）

　

土
田　

康
成
（
高
浜
小
）

　

池
野
ケ
イ
ラ
文
（
高
浜
小
）

　

北
山　

太
一
（
高
浜
小
）

　

平
田　

愛
海
（
堀
松
小
）

　

宮
崎　

楓
大
（
高
浜
小
）

【ジュニア賞】

夕焼けの海　
山屋　輝理（志賀町三明）

洋画

【特別賞（洋画）】

　　福風　　
坂下　隆光（志賀町福浦港）

洋画

志
賀
町
の
美
し
い
自
然
や
風
景
、
風
土
を
美
し
く
、

力
強
く
、
魅
力
的
に
表
現
し
た
作
品
の
数
々
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

【奨励賞】

【奨励賞】

【奨励賞】

【奨励賞】

福浦港
　竹田　邦子（金沢市）

ヤセに吹く風　
　北川　栄子（金沢市）

日本画

日本画

静かな刻
山本　衛（かほく市）

冨木八幡神社　　
東　靖夫（能登町）

洋画

洋画

石
川
県
立
美
術
館 

金
沢
展

　
　
　
11
月
26
日
木
〜
29
日
日

※
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
を

抜
粋
し
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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新町の誕生に貢献された３名の方が、11月１日（日）
「志賀町合併 10周年記念式典」で表彰されます。
◆志賀町文化ホール大ホール　午前９時～

大
お お ね

根　明
あきら

 さん（82歳）　－高浜町－

山
やま も と

本　辰
たつ え い

榮 さん（75歳）　－西海風無－

細
ほそ か わ

川　義
よ し お

雄 さん（82歳）　－高浜町－
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旧
志
賀
町
議
会
議
員
と
し
て
、

初
当
選
以
来
、
合
併
後
の
平
成

19
年
５
月
ま
で
、
３
期
11
年
７

カ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
政

の
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
併
に
際
し
て
は
、
志
賀
町

議
会
議
長
と
し
て
、
住
民
や
両

町
議
会
の
合
意
形
成
に
奔
走
し
、

合
併
協
定
項
目
の
調
整
に
尽
力

さ
れ
、
新
志
賀
町
の
誕
生
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
に
あ
た
り
、

大
根
さ
ん
は
、「
合
併
時
に
は
、

幾
多
の
困
難
な
問
題
も
両
町
が

協
議
を
重
ね
、
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
合
併
か
ら
10
年
の
歳

月
を
経
た
今
、
当
時
を
思
い
出

す
と
、
感
無
量
で
す
。
改
め
て
、

現
在
の
調
和
の
と
れ
た
行
政
の

振
興
に
満
足
し
て
お
り
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
富
来
町
議
会
議
員
と
し
て
、

初
当
選
以
来
、
合
併
後
の
平
成

27
年
４
月
ま
で
、
８
期
32
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
併
に
際
し
て
は
、
両
町
の

円
満
な
合
併
に
向
け
て
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
住
民
や
議
会

の
合
意
形
成
に
奔
走
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
町
の
議
会
議
員

と
し
て
、
行
財
政
基
盤
の
強
化

と
効
率
的
な
行
政
体
制
の
確
立

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
に
あ
た
り
、

山
本
さ
ん
は
、「
合
併
協
議
の
過

程
で
は
紆
余
曲
折
も
あ
っ
た
が
、

合
併
か
ら
10
年
、
着
実
に
町
の

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
思
う
と
、
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
。
今
後
と
も
議
員
の
経

験
を
生
か
し
、
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
の
町
長
就
任
か
ら
、
平

成
21
年
９
月
ま
で
、
通
算
19
年
２
カ

月
の
間
、
町
長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
現
在

の
志
賀
町
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

合
併
に
際
し
て
は
、
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
新
町
の

誕
生
に
尽
力
さ
れ
、
初
代
町
長
と

し
て
、
町
政
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
に
あ
た
り
、
細

川
さ
ん
は
、「
志
賀
原
子
力
発
電
所
、

能
登
中
核
工
業
団
地
、
志
賀
の
郷
リ

ゾ
ー
ト
を
有
す
る
志
賀
町
と
、
能
登

屈
指
の
観
光
資
源
・
文
化
を
有
す
る

富
来
町
と
が
、
互
い
の
利
点
を
共

有
し
、
魅
力
あ
る
新
志
賀
町
が
誕

生
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

小
泉
町
長
が
、
積
極
的
に
町
の
振
興

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
さ

ら
な
る
町
の
発
展
を
願
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。


